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て
ゐ
5;
が
、
事
實
勢
働
者
は
土
曜
H

R
於
て
は
_

前
に
迫
れ
る
见
末
W

業
の
却
待
^
歧
さ 

れ
共

の

生

產

商

ば
«

だ
贫
诞
で
あ
る
が
故
に
從
.來
土
曜
^
!勞
働
の
廢
.止
が
主
張
甘
ら
れ
た
。
對
之
，、V

e
r
n
o
n

の
見 

解
に
^

へ
ば
、
搬
末
ニ 

=
問
の
休
業
は
«

货
'11
-1
|

間
努
働
の
攸
勞
.を
极
復
す
る
に
‘は

必

製
,1
:
'は

'/
|
:
い

の

み

な

ら

ず

• 

调

宋

氺

業の
長

さ

に

波

る
乙
ビ

は
努
働
者
を
し
て
.
：
 ̂

w
i
n

の

朝
-»
び
作
業
を
開
始
す
る
に
至
っ
て
仕
事
k

對
す
る
氣

向
を
.惡
がv

:
o

■
し
む
-
,る
，所
以
>」

.な
乃
!°

加
.
.之
、
土 
B

日
半
‘
休
の
場
合
ド
は
.
.

I

遇.

勞
德
此
し
七
他
必
巾
の
勞
俲
時 

問
を
約
-
一.時
問
減
少
す
る
乙
^
が
出
來
、
"

旣
'
.
R
.論
じ)

た
る
F f
i c

依
つ
て
.
明
な
.
る
.
が
如
く
、
多
く
の
產
業
R

於
て
は
一 

U

十
時
間
の
勞
働
ょ
ク
も
九
時
問
の
勞
侧
が
、
B I
W

九
，時
間
の
'
勞
.
働ょ八時

(

間
.
の
•努
働
が
著
し
ん
太
な
る
速
度 

i ?
,
■於
で
：作
業
を
な
す
乙
ビ
を
可
能
な
ら
U

め
る
患
矽
贺
あ
る
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又
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.
一

! .
:

：
：#

休

雜

或

は

，
一

.

ヶ
丨 

f l

四
M
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休
業
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く
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產
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通
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ヤ
靡
ち
^
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賞
せ
ら
る
ベ
き
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否
や
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，未
だ
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決
せ
ら
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た
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n
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]
題
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は
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ぐ
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い
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休
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如
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較
ず
れ
縱
体
獻
時
間
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即

ち
1̂
§

勞
働
時
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問
を
如
何
に
分
剡
す
べ
さ
か
の
問
題
は
遙
か
^
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.
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瘦
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.
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休
憇
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依
つ
’

て
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せ
ら
れ
る
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^
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あ
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滅
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ふ
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植
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.
0學
が
明
t
M
K敎
へ
' 

て
.ゐ(

る
加
^
あ
る」

：ビ
述
：ベ
本
ゐ
气
⑶
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；
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.
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績
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収
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^
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介
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。
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な
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あ
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あ
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し
て
勞
働
漭
の
作
業
ぱ
度
の
增 

太
を
來
年
じ
而
じ
て
樣
產
高
'の

%

_

を

來

ず

か

;-
0

此
の
點
^

就
て
.心
珊
«

的
^

說
明
を
艰
め
る
な
ら
ば
、
笫 

一
k

共
. 

れ
は
#

働
疲
勞
.の
輕
減
に
站
く
せ
解
せ
ら
れ
る
。
勿
論
勞
侧
時
問
の
@

縮
.或
は
系
銃
.的
な
.休

憇
||
#
:
間

制

度

の

採

州

が
 

:ー'般
括
，勞
働
激
の
主
.觀
的
態
度
^

好
影
_

を
與
へ
、
，
-X
特
k

屢
、
論
协
ら
：9
、
が
如
<
勞
麵
者
が
時
卯
給
で
は
な
く 

出
..來
高
柳
ひ
の
贺
鈒
を
受
取
3

場
合
レ
‘は
；:;
'

時

問

め

短

縮

；は
«

等
化
對
^
,て

特
-^
,
9刺
戟
を
與
へ
彼
等
の
努
力
を
ム

i
1
1

.
财

火

なS

•し

め

る'

あ

る

は

明

が

な

餅

實

で

，め

.る
o
,

「

尔
然
、ハ
此
の
乙

v

し
を
以V

腔
ち
に
努
例
求
の
作
業
速
度
の
坩 

大
：生
淹
胳
の
增
加
を
說
明
し
盡
す
乙
ビ
は
出
來
な
5

。
蓋
じ
斯
ぐ
，.の
如
き
影
響
は
寧
ろ
ニ
時
的
で
あ
つ
て
多
く
は
! ̂

間
短
縮
の
腐
後
^

现
は
机
、
必
ず
む
も
長
沏
R

波
つ
.

て
然
‘る
.
を
#

な
い
の
が
普
通
で
あ
.
る
が
故
で
あ
る
。
而
し
て
此
- 

の 
£

め
ば
.旣
忙
多
數
@ :

觀
察
者
投
認
鈐
得
极
所
で
あ
ジ
_
て
、
，通
常
幾
侧
者
殺
時
間
短
縮
に
も
拘
&

で
少
.

{
 
ミ
も
從
前 

k -

等
し
ぎ
生
產
南
を
擧
げ
得
る
乙
资
を
悟
あ
得
る
：抝
牽
0

抆
な
ら
ぼ
其
§

努
*

の
意
識
的
な
.要
*

の
影
饗
は
消
滅
1 : 

る
。1

ポ
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時
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(
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作
業
意
志 
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及
K

^

M

l

r

 

を
揭
視
.
じ
$

ゐ
：：§;
ゅ
が
卜
私
ば
#

«1
者
；の
*

» »

的
な
^

^

«

1

ち
芬
ぷ
が
如
き
場
合
ぉ
^

^

要
蒸

の
之
は
.考
作
な
物
次
然
於
尨
命
炫
晋
4
は
適
^

^
5'
勞

働

時

間

，
の
.
.限
笨
及
び
特
.
.
^
©
當
«'
る
.I

日
'の
勞
働
時
；
 

間
の
分
制
於
.勞
働
*:
:
:の
：1

興
の
も
の
^
對
贫
奋
義
快
な：

る
態
度
を
生
み
、
而
し
て
.作
業
を
.し
て

：遙

か

|

妨

に

し 

54
典

哝

あa
.s
i
e)

た
.
^
^
^
蚤

祀

淖

の

期

待
-&
待
0
,
. 

o

.

.

:

.「

ぃ
C

:

然
焱g

幾
働
者
の
作
鑛
速
度
§
大
«
味
_
接
如
何
様
£
,坝
は
0

*
る
か
。
-此
.の
こ
？
は
凡
仝
一
一
つ
の
問
題
を
菩
ダ 

興
へ
.：着
？」

：0

^

«失
_
間
0
問
題
梵
あ
龙
他
は
機
械
カ
利
用
の
程
度
の
.叫
題
で
あ
る
。
，

”，勞
働
者
の
.怍
乘
中
政
生
^

る
_

失
||
*

1«
、
-.
:
換
薺
_

れ
»

3

甚

ぐ

も

の

樣

あ

つ

七

：
一

.聯
校
|1
1

]

_

0す
る
こ
:^
权
不
適
常
で
あ
：る
が
、'
今
茲
に
前
耍
で
&

る
の
は
原
因
が
勞
働
者
由
. 

激
ぱ
存
す
，る
も
の
の
內
災
寒
事
故
^

基
ぐ
が
如
&

も
の
を
除
ぃ
て
、
例
へ
ば
、
勞
働
者
が
作
業
中
任
意
に
费
す
休
憩 

時
間
0

如
备
#

«

_
あ
备
？
特
ば
勞
働
1

_

過
長
な
ぬ
場
§

^

«

者
.が
一
日
の
作
業
開
始
^

際
し
又
兆
の
作
業
：
 

の
阳
止
'^
先
0

て
.多
少
"
の
’時
間
を
聲
费
ず
爸
こV

J

は
多
く
見
ら
る
：> 所
で
あ
ヶ
、.
.而
し
で
’同
.様
の
、乙V

J

は
.休
憩
時
，
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'の
.前
後
.

就̂
S

て
.も
時

.̂
哥
<
、
の
«

察
'|
-
,得
る
所
ヤ
あ
る
。
然
ら
ば
、楚
等
.の
损
失
.時
間
は
#

働
時
問
の
.短
_

並
化
_
 

常
な
.る
，休
_

時
間
の
•介
在
^

依
ダ
で
、如
何
k

變
化
す
'る

か
4
數
«

の
«

驗
.は
共
ば
是
.等
.
.の
»

央
_時
間
の
.減
少
5:
'
-
雨

し
 

*

ゐ
る 

O
S
- 

. 

' 

.
‘ 

. 

' 

,
, 

-

.•
;

'

.

.

.

.

:

ぃ
.
';
:'
•

.
い
■:
. 

M
;凡
夺
經
驗
it
畏
じ
た
る
勞
働
.奢
は
無
意
識
の
挪
に
最
小
の
-努
力
t

以
セ
最
大
の
4 *
產
を
な
さ
ん
‘ビ
試
か
a

、
あ
，ヶ
、
 

而

:K
S

彼
f

は
此
の
珊
想
k

合
致
す
み
tt
執
業
時
間
中
に
任
意
に
休
‘憩
を
.採
'る
傾
&

を

有

，
し

て

ゐ
.
'る
。
乍
然
' 

彼
等 

は
.常
に
此
の
现
想
に
到
速
し
得
み

:(
£
!
.ば
限
ら
な
'
.5
?

從
..つ

て
諸
*

の
康
業
を
a

じ
て
適
常
な
る
勞
働
時
問
の
限
^

並 

に
« ;

憩
|1
$

間
制
度
の
確
立
の
相
.
め
^

勞
働
科
學
の
焚
驗
的
研
究
^

依
る
之
ぜ
が
望
ま
し
‘
い
乙
ピ
ヤ
あ
る
0
.
0)
#
#
速 

度
輕
增
加
は
#

«

者
が
任
意
不
双
.⑽

k -

铢
る
休
.
M

時
問
の
減
少
k

依
る
.

乙
ど
ni
l

:

か
.
.で
.
あ
.
る
。

I M

第
f i

は
機
秘S

利
用
の
程
度
の
增
進
で
あ
，る
が
此
の
.
乙
ビ
ぼ
如
何
^

し
て
可
能
で
‘
あ
る
.
か
。
苦
し
機
#

S

運
轉
速 

度
が
勞
働
者
の
祖
右
し
得
る
所
で
あ
.
る
匕
す
れ
咳
、彼
等
.
は
‘
太
.« ,
.る
'
注
意
カ
を
以
，て
機
械
の
&

度
^

又
勞
働
者
は
從
前
R

比
し
'
て
ぶ
6

多
<

の
機
«

を
同
時
に
极
ひ
#

る
様
に
な
る
。.
I E

に
：，；一.
見
作
業
，の
®

m
木
が
主
f
 

て
機
.械

« .

述
轉
時
間
；の
.
長
短
.
に
.
掛
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て
：殆
t

て
勞
働
者
‘
の
係
ぢ
ざ
各
所
で
あ
へ
る
於
如
&
場
合
化
於
て 
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も、
尙
ほ
機
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を
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は
生
產
高
^
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增
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せ
し
め
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る
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で
あ
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し
て
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く

の

，勿
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結
.果
ぼ
努
働
時
間
：の
®

常
な
•
る
.
短
縮
或
は
適
常
な
る
休
憩
時
間
制
肊
の
採
用
だ
依
つ
.て

可

能
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な

る

ぶ
 

最

樣
m

作
業
の
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度
が
斯
く
の
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く
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火
せ
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' 
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は
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働
者
を
し
て
比
較
的
大
な
る
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ネ
ペ
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を
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费
せ
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め
、
從
ク
て
ょ
ぅ
大
な
る
疲
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た
す
^
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ど
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ふ
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問
が
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知
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:努
備
,

間
最
能
限
め
問
題
^

論
じ
た
を
後
吾
々
に
殘
9

れ
し
問
題
は
保
鄉
上
の
琨
大
努
働
時
問
の
研
究
货
あ
る
、 

而
し
て
此
の
研
氣
は
於
^

問
題
ビ

せ
ら
れ
：る
所
は
_凡
仑
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
.
即
ち
、
.
過
長
な
る
勞
働
®

間

は

：勞

働
 

者
を
阜
湖
妃
_

不
能
«

陷
ら
し
む
.る
ゃ
杏
ゃ
。.
或
は
鸚
儆
滕
間
0 .
變

11
*

ビ
共
^

勞
働
漭
の
.
.災
«

率
、.
.概
痛
_

及
，び 

碧

雉

が

_

&

變
化
i

か
、
.私
墙
筇
上
茲
比
先
づ
：
^
 Mi

p
m
a
l
i
n

の
見
解
を
：紹
介
し
て
般
刍
度
い
ビ
瓜
ふ
"
05 

.ス
勞
§

間
0
"長
短
が
災
#

事
故
^

及
ぼ
ず
影
缵
に
關
し
て
多
ぐ
の
缺
訃
以
示
す
所
ド
依
れ
ば
、
勞
働
^
間
が
過
畏 

な
る
場
合
^

は
勞
働
時
間
の
短
縮
は
災
f t

事
故
に
.對
し
て
甚
だ
好
都
合
な
る
結
果
を
»

ら
す
。
佩
べ
ば
十
時
問
の
勞 

働
^

歡
で
最
後
0.1 「

，時

間

を

短

縮

す

れ

ば

、
災

ii
f

數
は
時
間
短
縮
の
割
合
卯
ち
1
ilq
k

比
例
せ
.ず
し
て
地
例
以

s

j
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#

c

r
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辩
九
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す
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あ
ら
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.國

，
の

，
、

一
.

-

丸

製

盤

工

場

に

於

で

勞

働

時

問

が

十

：ニ

時

間

か

ら

十

時

間
 

へ
、.fl
l

i

-ち
.
十

，
^

!

^

ゾ: *
十
®

*

ぜ
ぢ
れ
た
る
場
‘合
、^

女
エ
の
災
猶
 ̂

セ‘
ン
ト
の
減
少
を
见
/ 2

め
で
あ 

る
.:'
.
0
,か
-<
^

.で
罟
ゲ
ば
災
播
防
止
；の
だ
め
.
に
勞
働
時
間
：の
：短
縮
ビ
災
#
數
の
減
少
€
 

.，の

間

，
に

比

例

を

#

6 :
R

里
る
迄
J
 

換
替
す
れ
&

—

麻
«

ら

れ

だ

ざ

需
_

陬
<

從
前
ゅ
§

時
間
奪
の
比
.
が

、
短

縦

せ

ら

れ

だ

.
る

勞

働

唆

間
 

炎
« -

磐
爾
衡
« ;
_

资
截
觸
沒
錢
.比
於
等
し
く
な
る
迄
勢
»

晞
鄺
が
£

せ
ら
れ
る
.
之
6

を
要
求
し
.
な
け
れ
ば
.
な
ら
ぬ
。
 

©

^

災#

身
奴
^

小
難
ム
_

#

勞
働
時
,

办
«

麵
咚
關
« :
^

を
_

$

^ ;

遙
_

重
齋
#

る
應
其
.

執
業
_

間
0 !

»

1:

が
_

#:

で
'& ;

ふ
。.
即
ち
一
日
-の
勞
働
.時
間
が
如
何
な
る
又
如
何
な
る
.
.長
3

の
.
.休
激
.時
間
に
依
つ
て
分
.割
せ
>
b '
れ 

ゐ
：る
か
、
食
辦
休
藤
'
は
翻
業
關
始
の
幾
時
間
後
に
あ
る
か
ヾ」

云
ふ
點
が
食
要
な
る

關
係
を
有
し
て
ね
る
。

勢
働
考
の
疾
病
.及
び
死
亡
に
關
ル
て
、

. »
の
勞
働
：時
間
ビ

の
關
係
を
晋
々
は
.凡
そ
次
ぎ
の
如
き
諸
報
街
か
ら
直
接 

知
ク
得：

る
め
で
あ
る
：。
即
ち
、

.

\

:

べ
.
.
.：

ン
.：
ッ

.

.

英
國
の
機
械
エ
«

合
.：の
報
吿
ド
侬
れ
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二
又
f

l

#

に
#

は
.れ
た
十
時
間
が
ら
丸
時
間
べ
の
勞
働
時
間
の
短 

の結果：一八
七
が
ぎ

T

戎

八

九̂

ぬ
^

^

て

風

^

の

死

亡

年

嫌

樣

三

八

土

 

而
し 

て
女
エ
の
死
亡
艰
» .
:

は
3

七
^

雨「

か
'
ら
_

:

三
：华
^

上
つ
た
の
で
あ
る
。
即
'
ち
^

エ
の
場
合
は
.一

一

六
パ
I

.

セ
ン
'

ト
、

女
工
の
場
合
は
l

^

.

H
.

F
r

e
e

s
e

の
日
«

製
造
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於
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八
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は
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間
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短
縮
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ら
れ
た
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へ
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依
れ
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遇
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働
勢
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六
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な

る
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場
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於
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:
:て
は
换
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に
山
る
损
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時
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パ
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へ
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時
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淡
银
«

に

擊

る
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又

勞

働
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雄
狀
態
及
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撇
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對
す
る
影
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場
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勞
働
時
間
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婴
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へ
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腹
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又
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時
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し
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る
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云
ふ
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が
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統
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的
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定
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所
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疑
^

得
义
席
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信
じ
領
ゐ
る
揚
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ふ
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ら

ざ
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乍
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勞
働
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又
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翁
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所
論
ヒ
现
論
付
け
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が
だ
め
に
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菩
々
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勞
働
者
の
災
w

、
瘐
病
及
び
死
亡
*
.
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H

<
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を
■

が
す
主
恃
汉
厥
因
ぢ
木
逾
常
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衣
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じ
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汐
勞
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減

少

ず

，
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午
後
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執
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時
間
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前
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赂
パ
等
じ
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最

初
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災
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數
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時
冏
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す
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午
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從
づ
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.

而
し

で
此
の
災
«

の
ロ
時
的
!1
1

1
»ゝ

ビ
生
產
9 -

日
‘
時
的
}1
1

]
線
ビ
を
比
.
較
す
る
な
ら
ば
、
吾
.々
は
共
處
R

多
く
一 

定
の
對
K

を

見
げ
す
こ
S

が
出
來
る
。
即
：ち
_

*
11
!

1

線
化
?

.は
：災
赉
[1
(

|

«の
璩
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或

は
隻
.
時
^

s
s>
tc
於

て

最

大

’に
達
妒
る
; 0

か
<'
.<

執
業
時
間
の
後
半
^

於
冗
：钜
產
高
^

減
少
紅
見
る
の
.は
&

努
に
A

因

ず

る̂:
:
考

へ

ら

れ

る

.
ミ

同

'様
k

し
‘
て
災
t t

數
の
增
加
は
_
又
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梢
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狀
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#
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^
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耍
*

る
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^

於
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欠
く
る
所
あ
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^
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る
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な
る
寒
實
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あ
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が
、
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勿
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必
ず
し
も
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勞
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粜
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な
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し
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時
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依
る
努
カ
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揚
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來
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あ
る
ビ*

云
ふ
見
解
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す
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總
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れ
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又
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災
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；の
此
蛟
k
:侬
づ
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災
ff
i

の
：主
喪
原
|3
が
«

勞
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あ
る
S

な
す
所
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艰
礎
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腐
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摘
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滅
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捋
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叨
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近
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p
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學
的
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.
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確
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犮
^
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芩
す
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勞
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又
災
银
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»
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植
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^
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縮
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的
ー
极
據

(

商
學
研
究
第
ニ
卷
笊
ニ
號
七
〇
五
丨
七
贺
<

紹
介
あ
リ
0)

'

0)
'
. 
■'se

'
v
e

rj'
t
h
.

. 

A
n
n
u
i
l

 

R
e
p
o
r
t

o'f

 

.マ
1
っ'R
 

vs
w
.
y 
ハ.，

p
p
.

or
*
,̂
參

考。

.

.

.

,

■

■
 

■

,

.、'
 

f„ 

;p. 

‘M'
§

.

-M
f ,
.

r
lr
'

v
e
’r

s
n

 

.
は
製
鐵
‘
队
1

^

等
，|*
於.
て
.̂
る
が
如
‘
き
11
1
筋
肉
作
架
，
§

砠
ム"
に
於
て
ほ
豪
方
が
勞
働
奍
の
炊
娲
成
は
死
亡
U
.
舯
じ 

Z

*.
'
,
'
で

國

鈔

驊

を

^

つ
こ

U

は
比
喊
：^
小
セ
あ
る
：
见
做
1
て
ゐ
る
。
而
し
て
彼
铢
の
疾
娲
或
は
死
^
の
遙
か
に
抵
ヵ
な
る
原
间
は
換
等
が 

V

:

外
叙
に̂

さ
.れ
又
检
.汗
せ
る
ま
.

、，作
業̂

休
.
止
、
す
る
、
站

粜

|1
难
す
2)
'

ビ
考
へ
.

て
ゐ
る
。(v

e
r
n

 

n
,

 

I
n
d
u
s
t
r
i
a
l：  

F

ac.
g
u'c
>
:v
p

p

‘：，I
7
7 

I
:
?

oo

4 

r

'
.
..

.

(s
;

r
f
^
s 
-
r
s
.
- 

,
:
: 

'

.

.穷
鐵
» '

學
.
か
ら
见
位
勞
嫌
時
|«
,
«

|!
{

)
題
は
以
.
上
を
以
て
盡
各
て
ゐ
'
る
の
.
で
は
な
い
。
例
へ
ば
產
業
の
性
質
に
依
つ
て
' 

他
？
夜
i

i

t

:

£

tの
，̂;
'

f

tる

、.
姐
：，

'.4
^

亂

屯

，

「

.
も
办
‘
の
.! :

加
癜
時
&

^

除

奸
1:
;

他
：の
，長
咕
陶k '

齦
‘
？.

て
作

業

の
#

は
.る

、
場
A

"

k
は
、
多
く 

V
H

次
昝
制
或
は
三： .

交
，#

制め現浞る，

i°

而
し
て
：：̂
等 

一
H

屮
.
の
峙
を
異
k

し
て
行
は
る
、 

§

の
勞
侧
者
の
心
靡
に
及
ぼ
す
毖
»

如
何
の
l/
I

I

m
の
如
さ
®

ほ
菩
々
の
問
題
で
あ
る
。
特
k

g i
i

業

V」

夜
業
ビ
の
比 

較
の
如
$

仗

從

來

多

く

注

葸

さ

れ

來

，
つ

た

問

题

で

あ

つ

て

、

大

體

夜

業

^

於
て
は
*

|

業
の
揚
合
，ょ
6

も
努
働
荠
を
瘀 

努

せ
'(
3

ひ
/>

。
乙

せ

大

で
.あ
ぅ
、
從
つ
て
«

_

k

波
や
て
.
‘

(

.例
へ
ば
亡
遇
即
&

上
に
渡
つ
て
V

勞
働
者
を
夜
業
^
ま
か 

し
む
る
■
乙
，ビ
は
如
，何
.な
：る
場
合
^

も
避
け
な
け
れ
ば
改
ち
な

S

 

.，ぞ
考
ヘ
ら
れ
て
ゐ
る
J

而
し
て
此
の
事
は
特
に
生
珊 

學
的
k

J a
.
:
p
^

々

が

夜

叫

の

洁

動

に

不

適

常

で

，
あ

る

7
过
：云

. ^

見
猶
を
襄
書
す
る
.
も
の
.
.の
糠
：で
あ
る
'0
.

乍
然
、

 ̂

_

残 

は
教
た
：る
.
開
題
.
の
詳
細
に
就
^

は
別
の
機
会
®

®

$

 

言
附
伽
，し
.
て
隹
^

,

度

：
い

の

は

、
，
咨

々

の

»|
:

^

に 

對
^

て

は

直

接

、で

ば

な

く

寧

ろ

|.
'

«

接
^

考
虛
^

.

る
べ
さ
训
題
で
先
ぅ
，
或
は
其
.れ

，
_

身

ー

個

の

即

題

ど

し

て

祚

在

し
 

何
ほ
勞
働
時
間
の
r

aff
i

の
解
決
に
®

要
，

p

あ
a

一»

の
亦
す
る
^

で
あ
る
。
耶
ち
其
れ
は
豸
«

者
の
エ
場
以
外
^
 

於
け
^

自
.

£

時
間
の
，间
题
で
あ
6

、：.交
化
.
的
意
義
^

於
け
る
^

^

婶
間
服
觉
：の
‘|'
|
1
)题
で
あ
^
。 

v

努
侧
者
が
其
の
生
活
上
^

有
す
る
文
化
：̂
難
¥

求
を
充
分
^

.
滿
足
: 1
- #

る
^

改
典
^

.

必

翦

攻

，
る

勞

働

時

間

の

.
服

‘楚 

を
は
甚
だ
困
»

で

あ

，る.0
'假
6

k

.

.

1
.

日
，勞

働

時
.撰

の

类

，短
^

就
て
見
.
る
^

、菩
々
被
^
働
者
め
生
活
享
樂
の
た
め
に
は 

，寧
其
れ
が
出
來
：.る
.丈

け

短

時

間

な

る

：之

ゼ

を

以

；、て

望

读

^

^

す
^

-.
0

素
'1
6

«

主
の
，侧
^

於

て

，は
.
肖
*

時
卯
の
墻
.大 

以
，て
必
ず
も
も
努
働
者
.
の
生
活
を
-:
1

>

^
ょ
&

も「

. 0

た
ら
七
^

得
«

い
ィ」

云

，
ふ

祀»

の
.存
せ
ざ
:'
5

^

亦
ざ
る
も
、
.其
は 

ろ
進
步
的
な
る
勞
働
者
階
級
に
對
す
る
侮
蔑
此
過
ぎ
な
い
.

。s

:

‘乍
然
、
只
だ
啓
々
は
現
布
化
於
て
は
米
'た
.
.
.

i

■

足

，.
の

客
 

觀
的
標
準
を
#

て
勞
働
者
.の
文
化
生
活
.の
程
度
を
昀
上
せ
し
め
ん
が
た
め
^

勞
働
時
間
を
朋
確
^
眼
宠
す
る
こ
ビ
の 

闹
«

な
る
を
認
め
ね
ば
な
も
ぬ
/-
0

先
年
.
，

(

大
.：■!
>

:
十1

:
1

年 
>

‘公
刑
せ
も
れ
‘
た
る
大
阪
市
社
會
部
«

资
：課
.の
觎
纂
化
洳
へ

铱
こ
十
！

-1 .

卷

(
一
ニ
！：

&

勞
伽
時
似
即
熘
 

笫
九
碘 

八
五
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二
十
一 
i

 

(

ニ
5

四)

熒
俲
時
‘l;
t
]
E
.題
. 

f

' A 

ゐ
3

餘
暇
生
活
の
.
研
究J

」

の
.
灿
.
さ
は
.
此
の
.
方
而
に
於
け
.
る

興

膝

堂

S

究
尺
る
を
失
は
な
い
が
、

.
^
ほ
:(
1
*
.ハ
の
目
的
の 

ね
：：

£

. ^

は
.
多

く

：
の

研

究

を

-
必

要
(1
-

す

る
.
で

あ

ら

ぅ0
-
ノ
 

.パ

.

.

.

1

努
働
科
學
の
见
地
か
ら.
す
れ
ば
、
旣
R
休
a

時
間
の
問
®

R
於
て
;'一
 

言
し
た
る
ど.
In
].
じ
ぐ
、..
努
働
漭
の
-
H
Fl
l
li

^
lw 

の
^
州
方
法
が
直
接
勢
働
疲
勞
に
、影
響
を
持
つ
»
が
筋 
一
R
ff
i
s

で

あ

る

。
，乍

然
.

楚
等
の
樹
に
^
#

々
の
©

”

 

搬
大
す
^ .
2.
'.
^:
•
が
許
^

る
ベ
i&
こ
、/」

で
&-
る
，
.
か
杏
か
は.
未
'た
疑
阱
で
あ
る
第
ご
，

^
少
へ
ぱ.
終
末
休
^

レ.

i
. 
M 

る
は
甸
rp
で
月_

効
朵
を
，じ.
て
大
?c
:-
ら
し..
め
、
'所
’謂
’：w
¥ ;M

o
n
.4

ay‘

の
|-
1
|
現
を
見
る.
所
以
で
あ
づ
て
、
吿
々
の
见 

地
^
於
て
は
却
つ
て
^
¥

し
か
：ら
ず
マ」
.
せ.’
ら
れ
，̂
^

る
。
乍
然
、，'
一
 .
迥
五
：日
愁
侧
即
ち
土
附
休
業
制.
或

は

土

跑

^
"
休 

制
の
如
き
は

«̂,

科
學
上
の
研
究
化
も
拘
ら
ず.
、
，
你

ほ

菩

々

林

勞

猶

者

Q
文
化
生
.活
享
樂
の
た
め
に
梨
ま
し
き
も
の 

VJI-考
.

へ
ね
ば
な
ら
料
。.

特
仅
家
庭
內
の
諸
事
遂
行
^

託
さ
れ
て
ぬ
る
婦
人
熒
働
者
の
場
合
に
は.
此
の
-
z V

J

は
緊
念-

?. 

間
®

た.
る
で
あ
ら
ぅ
。
同
樣
に
乜
て
：合
々
'は
'.’又
婦
人
勞
侧
激
.̂

就
て
の
み
な
ら
ず
別
子
勞
働
者
に
就.
て

も

共

^

夜

雜 

の
禁
止
甘
:&
打
名
总
|
_

待

ず

そ
.
蓋
し
夜
*
9
荇
は
，0
、
，場

洽

に

：は
：勞

働

激

の

家

庭

生

活

.
^
大
な
る
支
障
を
來- 

す-
^
ど
は
茲
^
多

言

を

：要

し

夺

5
.

で

あ

ふ

，
>
。

又

 

一
^

の
：规.
定
努
働
時
問
が
多
大
の
休
:1
時
間
0
^
#
化
依
つ
て
延 

嗓

は

れ

努

领

者

魟

爾

ぐ

エ

場

に

^

め
そ
置
く
も
ミ
は
黛
ま
し
-̂
な
い
。
 

:
1'
パ.

.

.
」

「

；■

-

一：1

®
時

間

の

墙

大
(£
-

‘§

勞

雪

の

生

活
1
«

が
ゆ
上
*

ら

れ

る
乙

s

t

t

l

b

p

<論

ぜ

ち

务
N

が
.
如
ぐ
、

纖
f

 

勞
働
赉
の
.
能
.尊
.

^

對
&

て
’
好
璣
響
*

與

へ： -:

桑
■

の̂

あ
る
ど
宏
ふ
»

は
暫
ィ
措
：
§

|

;-
/
|
*
"々

^ >

何
人
.
に
：取
^

:

て
も
*

^

0

^
- ^

い.
乙

ビ

で

あ5 -0 

, 

•

•.
'

•

.

.

、

-

勞
働
洛.の

-： :

=
Tl
l

li
!
f
l
i
:
坩
太
9
影
漭
に'
就
.
て
は
次
の
讲
资. ^
ノ-
せ
ら
.れ
た
し
0
 

: 

.

;■
■
:
-
 

ノ

I

ぃI
p

m

p

n

d

'

J
\
r
t
>
c
u
w
N
c
l
t
p
r
o
D
i
c
T
l
,

(/
' 7

3
'
^
-

十

.

私
は
以
上
述
べ
し
所
を
以
て
直
ち
^

勞

働

時

間

：問

題

を

观

實

^

雄
決
し
得
る
も
の
で
あ
る
S

は
考
へ
な$

。
例
へ 

ば
晋
々
の
硏
究
R

於
て
は
努
働
時
問
.

5

最
能
限
'
は
作
業
の
性
質
^

依
つ
て
異
る
べ
含
で
あ
る
ビ
す
る
が
、

一
經
營
内 

の
作
業
は
常
k

必
ず
し
も
總V

同
一
性
質
の
も
の
'
で
は
な
い
。
然

か

も

f

經
營
内
^
於
て
諸
植
の
努
働
者
代
對
し
て 

興
な
れ
る
長
^

の
勞
働
時
問
の
作
業
を
課
す
る
こ
ど
は
現
赏
^

は
雈
だ
し
く
不
都
合
を
來
す
で
あ
ら
ぅ
。
從
つ

V

苦 

々
の
硏
究
は
、

假
令
へ
«

接
« :

際
^

適
用
せ
ら
れ
る
ヾ

」

し

て

も

、

尙
ほ
.
事
實
の
'| ^

®

ぐ
し
しV

,

は
多
少
の
修
正
を
余
儀 

お
く
せ
ら
れ
る
。
见
R

私
經
姆
的
見

地
^

於
て)

は
間
題
«

決

の

：標

準

は

菩

令

の

場

合

—

1

饮
凑
3

^

 

ti
l

l

線
^ :

關

す

る

努

働

科

學

の

研

究

結
*

は

經

齋

代

對

し

て

は

.
價

値

少

I

の
で
ぁ
る
。
何
ん
.ど
な
れ
ば
处
等
の

. 

結

果

を

獄

に

利
-;
[

1
す
る
こ
ど
は
經
.
營
に
取
つ
ぜ
：不
可
能
で
あ
る
が
故
で
あ
る
。」

一
經
營
.
に
取
つ
て
笕
婴
で
あ
る
の
，
 

は
其
.
の
收
益
.
を
し
，て
*

高
相
: &
:

-[
>

# .

る
樣
、
•換
含
暴
れS

、

其
の
生
產
勝
_

^

し
て
_

拎

ぢ

し

め

る

檄

勞

侧

時

：間
 

を
限
定
す
る
：乙
，

V」：

で
あ
る
。
€

.

乍
然
、
辰
主
の
、利
益
の
た
め
^

勞
.
働
考
の」

健
版
狀
態
一
般
の
密
せ
ら
れ
る
こ
ど
大
な 

る
場
合
あ
レ
ど
す
れ
.
ば
其
は
眞
^

阈
民
經
海
の
检
め
核
許
肆
る
べ
き
く
ミ
で
.
は
.
な
い
0

然
か
‘' ^

齊
々
は
時
^
勞
侧
時 

問

の
§

^

の
•
增

加

暴
t e
f

 

f

炙
ら
f

、
.

同
時
^

又
，勞
働
®

用
以
外
の
：經
營
费
の
減
少
を
來
た 

し
た
る
例
あ
^ ;
^ '

傅
へ
ら
れ
て
な
る
？
C2
)

-

卜
c

a

L
e

v
e

T
h

u
h

n
e

'1;

が
六
時
間
勞
働
を
描
唱
*

る
は
取
^
勞
働
者
い
利
益 

f e
.卷
處
贫
る
の
み
な
ら
ず
'

同
'

_

代
經
罃
者
の
利
益
5 :
.

説
ぐ
‘

も
の
；で
.
あ
る
s

'

こ
ど
は
一
般
の
性
意
^

價
ひ
す
る
。

■

丨
« .
働
科
離
1

の
研
究
は
膝
經
麻
的
见
地
に
於
-t
:
;
M働
_

間
^

贴
嚴
せ
ん
.
ビ
す
§;
.試
‘み
ビ
E

ら
k

1.

致
す
る
も
0

で 

。
一
 

1

■

班)

、

^

' 
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勞
咖
勝
W

削
®

f

,城

八
八

は
な
い
o,
然

か

も
-®
々
取
研
鄉
ぱ
輝
接s

ば
勢
働
#
勞
輕
滅
及
び
激
働
者
の
健
康
狀
態
ニ 
•.般
の
尚
上
を
B
的
、、

」

c-
r

る 

も.
の.
で
あ
る
於.
、‘
又
同
時
^
其
狐
％
努
徽
|

の
日
々
の
作
業
の
結
果
及
び
勞
働
者
の
生
靡
の
怍
業
能
カ
の
全
量
に
對 

す
る
好
影
嚮
を
期
# ,
し
#

ふ
所
以
で
あ
る
以
上
、
、國
民
經
濟
的
見
地
ば
於
弋
重
要
?--
5-
‘問
题
を
提
供
す.
る
も
の
3：
る 

こ
ど
は
*

び
跋
^
說
く
必
要
5 :-
鳥
な「

い
で
あ
ら
ぅ
"' .
,

パ
.〜

,1
1

ぐ-
''-,.
..
v‘
. 

' 

.

.

. 

.
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•
. 
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w
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